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Phoebeをめぐって　─ The House of the Seven Gablesの一考察─
大谷香奈
アメリカの作家ナサニエル・ホーソーン（Nathaniel Hawthorne, 1804-64）
は大作家として認められている。彼は短編・スケッチを合わせて約 100 編、
旅行記・児童文学なども書いたが、やはり長編ロマンス 4 編が彼を語るには
重要な作品である。
この論文ではその中で 2 番目に書かれた『七破風の屋敷』（The House of 
the Seven Gables, 1851）を扱う。
作品の舞台は、作品が執筆された 19 世紀半ば、セイレムにある七破風の屋
敷で、 建築後 160 年経っている。17 世紀の終わり、おそらく魔女裁判（1692）
が行われた時代に、ピンチョン家（Pyncheon）にかかった呪いがつきまとい
続けている屋敷である。その意味ではゴシック・ロマンスと考えることもでき
るが、ここでは使われているイメジャリーに焦点をあてて論じることにする。
この作品の主要な登場人物は、七破風の屋敷の主人であるヘプジバー
（Hepzibah）とクリフォード（Clifford）の姉弟、この屋敷に下宿している
ホールグレイヴ（Holgrave）、屋敷を訪ねてくる姉弟のいとこフィービー
（Phoebe）、さらにピンチョン判事（Judge Pyncheon）とヴェナーおじさん（Uncle 
Venner）がいる。
このうち、最初の 4 人は、いわば屋敷の内部の人物であり、実は、ホール
グレイヴは屋敷の最初の住人であるモール（Maule）の子孫であり屋敷を奪っ
たピンチョン大佐（Colonel Pyncheon）の子孫がヘプジバーとクリフォード
なのである。後の二人は作品中では無視できない存在であるが屋敷の外側の
人物である。
どの人物についても多少の差はあるが論じるべき点はある。しかし、この
論文では特にフィービーに焦点をあて、彼女のこの作品で担っている役割に
ついて論じたい。
彼女は屋敷の姉弟と大変深く関わっている。ヘプジバーの店を手伝いクリ
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フォードの閉ざされた心を癒しいつしか支えになっていた。また、屋敷の下
宿人ホールグレイヴとは物語の進行につれ、お互いにとって大きな存在とな
り、ロマンスの結末では結婚することが暗示されている。このように、屋敷
の内部の人物たちにとってフィービーは大変重要な人物なのである。
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
フィービーについては、彼女に重層的なイメージを読みとらえることがで
きる。それは、「月」と「太陽」という 2 つの相対するイメージをホーソー
ンは彼女に結びつけているということである。そして、特に 「太陽」のイメー
ジは登場人物全員に関わり、人物の様子や心情を表現する場面に多くみられ
るが、「フィービーと太陽」については特に深い関わりがあるのでそれを考
察する。
すべてを明るく照らしだし幸せの象徴である太陽。その存在が必要不可欠
である銀板写真をつくるホールグレイヴとフィービーの関係の必然性、さら
にピンチョン家の未来にある幸せも予測できるのである。
ホーソーンの作中人物には、名前に、象徴的な意味が込められている場合
がある。その例として『緋文字』（The Scarlet Letter, 1850）のディムズデイ
ル（Dimmesdale）［dim ＋ dale］、チリングワース（Chillingworth） ［chilling］、
『ブライズデイル・ロマンス』（The Blithedale Romance, 1852）のカヴァデル
（Coverlade） ［cover ＋ dale］、「美の使徒」（The Artist of the Beautiful, 1844）の
オーウェン（Owen Warland） ［war ＋ land］などが挙げられる。そしてフィー
ビーの名前にも様々な意味が込められているように思う。
まず、彼女の名前そのものを考えてみよう。ギリシア神話では、太陽神は
フィーバス（Phoebus）という名であり、その妹である月の女神の名がフィー
ビーである。したがって彼女は、後で見るように、月の光と深い関わりをもっ
ているが、一方ではフィービーはフィーバスの女性形でもあるのだから、太
陽とも関係がある。そして更に付け加えれば、フィービーは ＇ ひたき ＇ の類
の小鳥の名であり、ホーソーンの妻ソファイア（Sophia）の愛称でもあった。
こうした様々な連想をもつ名前を与えられていることからも、この作品にお
ける彼女の重要さが推測できよう。
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フィービーはピンチョン家の血筋をひいてはいるが、ピンチョン一家特有
の社会から孤立しがちな性質をほとんどもたず、逆に太陽のように明るく、
皆を明るい方向へと導くような性格の少女である。夫を幸せにしたソファイ
アが彼女のモデルとなったのかもしれない。つまり、ヘプジバーがもつ、家
の身分に対する強いプライドや、クリフォードのような不安定な精神、ピン
チョン判事のような貪欲さやしたたかさといった性質を彼女は持ち合わせて
いない。
こうした彼女の性質は読者の前に初めて登場する場面からすぐに見て取る
ことができ、彼女は周囲に幸せを投げかけていく。
Somebody, at all events, was passing from the furthest interior of the 
omnibus towards its entrance. A gentleman alighted; but it was only to 
offer his hand to a young girl, whose slender figure, nowise needing such 
assistance, now lightly descended the steps, and made an airy little jump 
from the final one to the sidewalk. She rewarded her cavalier with a smile, 
the cheery glow of which was seen reflected on his own face, as he re-
entered the vehicle. （68 Italics mine）
こうしたさりげない描写でも、斜字体にした単語はすでに太陽に縁のある
言葉が選ばれている。
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
太陽とは幸せの象徴であり、物事を明るみにさらす役割をはたすと考え
る。そういった意味で物語中、暗く重苦しい影が覆われた、屋敷やクリフォー
ド、ヘプジバー、ホールグレイヴに明るい光を投げかけたのはフィービーで
ある。1
しかし他の登場人物同様、フィービーにも二面性がある。その名が示すよ
うに、彼女に月のイメージも読み取ることができるのだ。
Phoebe がもち合わせる「月」のイメージからは、場面の印象や著者の意
図する表現について全く違ったとらえ方をすることも可能である。また、様々
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な見解の可能性も生まれてくるのである。
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
フィービーに「太陽」の姿を作者が投影している点を論じる前に、まず「太
陽」を幸せの象徴と位置づけることができる例をあげたい。
クリフォードはヘプジバーを避けてフィービーとともに日当たりのよい庭
で時を過ごすことを好む。
It is wonderful how many pleasant incidents continually came to pass 
in that secluded garden-spot, when once Phoebe had set herself to look for 
them. She had seen or heard a bee there, on the first day of her acquaintance 
with the place. And often, ─ almost continually, indeed, ─ since 
then, the bees kept coming thither, Heaven knows why, or by what 
pertinacious desire for far-fetched sweets, when, no doubt, there were broad 
clover-fields, and all kinds of garden-growth, much nearer home than this.... 
When Clifford heard their sunny, buzzing murmur, in the heart of the great 
yellow blossoms, he looked about him with a joyful sense of warmth, and 
blue sky, and green grass, and of God＇s free air in the whole height from 
earth to heaven. （147 Italics mine）
この場面での太陽は幸せを象徴している。クリフォードとフィービーが庭
にいると様々な楽しい出来事が起こり始める。それはクリフォードの汚れの
ない性質が呼び寄せた一時の幸せである。そして幸せを表す語として＇sunny’
が使われており、また陽気なミツバチたちは豊かな夏をこの庭に運んできて
くれるともある。
クリフォードはミツバチの陽気なブンブンという音を聞きつけると、暖か
さと、青空と、緑の草と、神の自由な空気を感じ取って歓びを顔にあらわし、
記憶にとどめている様子がうかがえる。2
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
さらに、ヴェナーおじさんがヘプジバーに店を経営していくうえでの助言
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をする。
＇Put on a bright face for your customers, and smile pleasantly as you 
hand them what they ask for! A stale article, if you dip it in a good, warm, 
sunny smile, will go off better than a fresh one that you＇ve scowled upon.＇ 
（66 Italics mine）
「客の前では気持ちのよい微笑を浮かべること。暖かく陽気な太陽のよう
な微笑に商品を浸して売ればよく売れる」というこの言葉の中にも、微笑
＇smile＇ としかめ面 ＇scowl＇ とが対比されている。ヘプジバーの渋面はまさし
く「暗」を表すもので、それに対し太陽のような微笑は「明」を表す。周囲
の空気はこれらと共鳴し、大きな影響をうけるのである。
しかし気の毒なヘプジバーには忠告を実行する力がない。フィービーが屋
敷に光をもたらし、彼女を助けたのである。
次に、フィービーが屋敷にやって来た次の日の朝の描写を見てみよう。太
陽が暗い家に徐々に窓を通して入り込んでくる様子が描かれている。
The morning light, however, soon stole into the aperture at the foot of the 
bed, betwixt those faded curtains. Finding the new guest there, ─ with a 
bloom on her cheeks like the morning＇s own, and a gentle stir of departing 
slumber in her limbs, as when an early breeze moves the foliage, ─ the 
Dawn kissed her brow. It was the caress which a dewy maiden ─ such 
as the Dawn is, immortally ─ gives to her sleeping sister, partly from 
the impulse of irresistible fondness, and partly as a pretty hint that it is time 
now to unclose her eyes.
At the touch of those lips of light, Phoebe quietly awoke, and, for a 
moment, did not recognize where she was, nor how those heavy curtains 
chanced to be festooned around her. Nothing, indeed, was absolutely plain 
to her, except that it was now early morning, and that, whatever might 
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happen next, it was proper, first of all, to get up and say her prayers. （70 
Italics mine）3
太陽の光にまるで心があるような描写は美しく、「幸福」や、「過去の罪・
重荷からの解放」を象徴するものとして描写される。そして暁の女神 ＇the 
Dawn＇ がフィービーにキスをする時、彼女が太陽に愛された存在だという印
象を読者は受ける。
また、暗く陰気なヘプジバーの心が、太陽との対比によって描かれている
場面もある。庭に出たフィービーは植物が誰かの愛情かあるいは好奇心から
か手入れされていることに気付く。トマトは、日当たりのよい暖かな場所に
植えつけられている。ヘプジバーは女らしい趣味をもたず、世捨て人のよう
な習慣を身につけわびしい屋敷の蔭のなかに引きこもろうとする傾向をもっ
ているから、彼女の仕事のはずはないとフィービーは思う。ここではヘプジ
バーは太陽の明るみを避け、薄暗がりの空気の中に留まり、心にのしかかっ
た重みを―それは屋敷の過去による重圧に原因するのだが―常に感じて生き
ている印象をうける。4 この場面が暗示しているように、太陽は生気・稔りを
もたらすものである。作品の結末まで読んだ読者に、フィービーもホールグ
レイヴと結婚した後では、絶滅しかけていたピンチョン家に新たな生気を吹
き込み、子孫を生むことであろうと暗示する文章だと言えよう。
長年入っていた牢獄から出てきたばかりのクリフォードの精神は子供のま
まで停止してしまって、常に幼少期のあたりを漂っている。そのため彼は、
子供達に同情を持ち、心を若々しく保っていた。日当たりのよい部屋の中で
飛びまわっているハエの羽音のような子供達の声も、彼にとっては心地よい
ものであった。ここでも日当たりのよい部屋という表現から分かるように、
クリフォードはやはり明るさの中で生きているものに魅力を感じ、歓びを得
ている。
Their voices, also, were very pleasant to him, heard at a distance, all 
swarming and intermingling together, as flies do in a sunny room. （171）
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また、太陽は ＇cheerful＇ という語と共に用いられる箇所がある。
嵐の中クリフォードとヘプジバーは屋敷を一時捨てて逃げ出す場面で、も
し日当たりのいい明るい日だったら、この 2 人が街通りを通り過ぎて、うわ
さの種にならなかったはずはないという。この場合 2 人の心の中を象徴する
ような嵐の暗い闇の中を歩いていく光景は、2 人の姿を一目から隠す役割を
果たしている。彼らの姿はこの陰気な天候と調和し、そして太陽に照らし出
されたようにくっきり目立つことなく灰色の薄明かりの中に溶け込み、通り
過ぎると同時に忘れ去られてしまったものに違いない。
Had it been a sunny and cheerful day, they could hardly have gone 
through the streets without making themselves obnoxious to remark. （255 
Italics mine）
太陽が ＇cheerful＇ と一緒に用いられているもう一つの例として、死んだピ
ンチョン判事が屋敷に残され、フィービー、ヘプジバー、クリフォードのい
ない店の朝の描写があげられる。屋敷の内外は静まり返っているのだが、楡
の木だけは、微風に答えて気持ちのいい、陽気で明るいため息をつき自然は
生き生きし、平穏な時間が流れている様子が描かれている。ピンチョン判事
が死んだことはまだ世間には知られていないが、屋敷や庭の自然を覆ってい
た暗い影のような雰囲気がどこかへ消えさっている。
For another half hour, or, perhaps, considerably more, there was almost 
as much quiet on the outside of the house as within. The elm, however, 
made a pleasant, cheerful, sunny sigh, responsive to the breeze that was 
elsewhere imperceptible.... （289 Italics mine）
死んだピンチョン判事以外誰もいない屋敷の前に、以前にも手回し風琴を
演奏しにきたイタリア人の青年がやってくる。彼はそこで以前と同様フィー
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ビーの優しい明るい顔を輝かせてくれることを信じ諦めず演奏をし続ける。
ここでもフィービーの笑顔を ＇sunny aspect＇ と太陽の比喩で表現している。
［The］ Italian boy would not be discouraged by the heavy silence with 
which the old house seemed resolute to clog the vivacity of his instrument. 
He persisted in his melodious appeals; he still looked upward, trusting that 
his dark, alien countenance would soon be brightened by Phoebe’s sunny 
aspect. （293 Italics mine）
ヘプジバー、クリフォード、フィービーのいない間に、屋敷には外の世界
からの様々な接触の企てがあった。ピンチョン判事が殺されたという噂が町
に広まり屋敷の前で判事のメモらしきものが発見される。そして屋敷の周り
からひと気がなくなり 30 分ほどたつと辻馬車に乗ってフィービーが帰って
くるのである。
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
ピンチョン判事の死に脅えて二羽のフクロウのように屋敷を逃げ出したヘ
プジバーとクリフォードも、外の世界に耐えることができず屋敷に戻ってく
る。作品の最後で、彼らの前でホールグレイヴが、モール家の子孫であると
いう自分の正体を明らかにし、今までピンチョン家に宿っていた夢、財産と
広大な土地の所有権をめぐる証書が屋敷のどこかにあるはずだという夢が、
今では実体を伴わないものとなっていることを明らかにする。それはフィー
ビーが太陽の光で暗闇を照らし出すのにも似た行為とも受け取れる。こうし
て通い合うものをもったピンチョン家とモール家の子孫である若い 2 人が結
ばれることが、フィービーの成長を示す次の文章とともに作品を解決へと導
いていく。
Though not altogether so blooming as when she first tripped into our 
story, ─ for, in the few intervening weeks, her experiences had made her 
graver, more womanly, and deeper-eyed, in token of a heart that had begun 
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to suspect its depths, ─ still there was the quiet glow of natural sunshine 
over her. （297）
話が前後するが、田舎から戻ってきたフィービーは屋敷の鍵の開いている
戸を探し中に入ると、明るい太陽の光から突然入ったので屋敷の廊下の濃い
影にすっかり目がくらんでしまう。昼間の光とフィービーが一体化して、暗
い家の中に光が流れ込んだような印象を受ける。さらに、彼女が昼の光の中
から濃い影に入り込む様子は、純真で明るいフィービーが恐ろしい秘密を目
撃するのではないだろうかという緊張感を読者に与える。しかし彼女は一人
ではなかった。家の中にいたホールグレイヴに手を取られ導かれていくので
ある。そしてそれがホールグレイヴであったからこそフィービーは安心して
その暗闇の中でも導かれることができたのである。
Phoebe, coming so suddenly from the sunny daylight, was altogether 
bedimmed in such density of shadow as lurked in most of the passages of 
the old house. She was not at first aware by whom she had been admitted. 
Before her eyes had adapted themselves to the obscurity, a hand grasped her 
own, with a firm but gentle and warm pressure, thus imparting a welcome 
which caused her heart to leap and thrill with an indefinable shiver of 
enjoyment. （300）
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
今まで「太陽」のイメージを追ってきた。「太陽」が日常の家庭的な幸せ
を象徴するとすれば「月」はどうだろうか。
ホーソーンにとって、日常見えるものを変貌させる月の光は想像力を掻き
立てるものであった。それはこの作品の 1 年前に書かれた The Scarlet Letter
の「税関」（The Custom-House）に次のような描写がある。
If the imaginative faculty refused to act at such an hour, it might well 
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be deemed a hopeless case. Moonlight, in a familiar room, falling so white 
upon the carpet, and showing all its figures so distinctly, ─ making 
every object so minutely visible, yet so unlike a morning or noontide 
visibility, ─ is a medium the most suitable for a romance-writer to get 
acquainted with his illusive guests. There is the little domestic scenery of 
the well-known apartment; the chairs, with each its separate individuality; 
the centre-table, sustaining a work-basket, a volume or two, and an 
extinguished lamp; the sofa; the book-case; the picture on the wall; ─
all these details, so completely seen, are so spiritualized by the unusual 
light, that they seem to lose their actual substance, and become things of 
intellect. Nothing is too small or too trifling to undergo this change, and 
acquire dignity thereby.... ［The］ floor of our familiar room has become a 
neutral territory, somewhere between the real world and fairy-land, where 
the Actual and the Imaginary may meet, and each imbue itself with the 
nature of the other. Ghosts might enter here, without affrighting us. It would 
be too much in keeping with the scene to excite surprise, were we to look 
about us and discover a form, beloved, but gone hence, now sitting quietly 
in a streak of this magic moonshine, with an aspect that would make us 
doubt whether it had returned from afar, or had never once stirred from our 
fireside. （27 Italics mine）
あらためて論点を『七破風の屋敷』に戻すが、この作品でも月の光といえ
ば、死んだピンチョン判事が椅子に座ったままでいるのを照らし出している。
そして、日常生活では見えないもの、ピンチョン家の先祖たちの亡霊たちが
姿を現すという幻想にホーソーンは耽るのである。そのうちに時間が経過し、
長い夜の ＇moon beam＇ の描写から、朝の ＇day-beam＇ の幸せな光がさしてくる
描写があり、この対比にもホーソーンの想像力の働きが示されていると考え
る。5
こうした想像力を掻き立てる月のイメージをもつフィービーと、芸術家で
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あるホールグレイヴが結婚することは、＇Alice Pyncheon＇ のような短篇を書
く作家としてのホールグレイヴの未来を明るくするものなのだ。6
第 5 章には、部屋から庭を覗いたフィービーがバラの木を見つけ、それを
取ってくるという描写がある。そのバラは ＇white rose＇ なのである。
When Phoebe was quite dressed, she peeped out of the window, and saw 
a rose-bush in the garden. Being a very tall one, and of luxurious growth, it 
had been propped up against the side of the house, and was literally covered 
with a rare and very beautiful species of white rose. （71 Italics mine）
ギリシア神話では、月の女神フィービーは銀の馬車に乗って空を渡ってい
く。だから、＇ 白 ＇ という色は、太陽というよりは ＇ 月 ＇ を連想させるものな
のである。
そしてまたフィービーにふさわしい清らかさのイメージにもつながる。
その一方で、屋敷は暗く陰気な印象である。この屋敷を ＇ 夜 ＇＇ 暗 ＇ とイメー
ジするならば、夜空を照らす ＇ 月 ＇ の象徴としてフィービーの存在があると
も考えることができるのである。
また、＇Phoebe＇ を辞書的意味から考察してみても、ローマ神話の女神
Diana に当たるとあり、さらにフィービーが月のイメージとして擬人化され
た姿であることが考えられるのである。7
このように、改めて確認すれば、この論文の最初で示したフィービーがも
つダブルイメージの中の、＇ 月 ＇ の面のイメージが読み取れる。このダブル
イメージがいかに作品の内容を豊かにしているかということが分かるのであ
る。
註
1.  太陽も、ピンチョン判事に対しては悪いイメージで使われている。
 Now, the remarkable point is that the original wears, to the world＇s eye, ─ 
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and, for aught I know, to his most intimate friends, ─ an exceedingly pleasant 
countenance, indicative of benevolence, openness of heart, sunny good-humor, 
and other praiseworthy qualities of that cast. The sun, as you see, tells quite 
another story, and will not be coaxed out of it, after half a dozen patient attempts 
on my part. Here we have the man, sly, subtle, hard, imperious, and, withal, cold 
as ice. （92）
 　ホールグレイヴがフィービーに自分が撮った銀板写真を見せながら語
る言葉を引用した。銀板写真を見たフィービーは客間の先祖の肖像画だ
と思う。しかし、それは実はピンチョン判事であり、「この銀板写真は今
の人の顔で、世間の人間の目にはこの上なく気持ちのいい容貌をしてい
る。」とホールグレイヴは説明し、彼の外見に現われる立派な性質・慈悲
深さを ＇sunny good-humor＇ といっている。しかし一方で ＇sun＇ を使って彼
の内面を暴いているのである。
 また、フィービーが彼に初めて会った時の ＇sultry, dog day heat＇（119）と
いう表現には、彼を表す場合の ＇sun＇ は過度に暑苦しい面もあるように思
える。フィービーのあたたかさが一層読者に伝わるのだ。
2. クリフォードについてはこの論文では論じないが、クリフォーの芸術家
としての一面が読み取れる。
3. 本文では長すぎるので省略したが、引用箇所の直前の文を補足する。
 Phoebe Pyncheon slept, on the night of her arrival, in a chamber that looked 
down on the garden of the old house. It fronted towards the east, so that at a very 
seasonable hour a glow of crimson light came flooding through the window, 
and bathed the dingy ceiling and paper − hangings in its own hue. There were 
curtains to Phoebe＇s bed; a dark, antique canopy and ponderous festoons, of 
a stuff which had been rich, and even magnificent, in its time; but which now 
brooded over the girl like a cloud, making a night in that one corner, while 
elsewhere it was beginning to be day.
4. ［Tomatoes,］ occupying a site so sheltered and sunny that the plants were already 
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gigantic, and promised an early and abundant harvest. Phoebe wondered whose 
care and toil it could have been that had planted these vegetables, and kept the 
soil so clean and orderly. Not, surely, her cousin Hepzibah＇s, who had no taste 
nor spirits for the lady − like employment of cultivating flowers, and ─ with 
her recluse habits, and tendency to shelter herself within the dismal shadow of 
the house ─ would hardly have come forth, under the speck of open sky, to 
weed and hoe among the fraternity of beans and squashes. （87）
5. The dreary night, ─ for, oh, how dreary seems its haunted waste, behind 
us! ─ gives place to a fresh, transparent, cloudless morn. Blessed, blessed 
radiance! The day-beam, ─ even what little of it finds its way into this always 
dusky parlor ─ seems part of the universal benediction, annulling evil, and 
rendering all goodness possible, and happiness attainable....God has smiled upon, 
and blessed, and given to mankind, （282）
 　死者ピンチョン判事との対比によって、幸せの象徴としての ＇sunshine＇
の効果を強めている。
6. 彼が作品を発表したと言っている Graham’s Magazine と Godey＇s Magazine 
and Lady’s Book には Hawthorne 自身短編を発表している。
7. 出典　リーダーズ英和辞典第二版　リーダーズ・プラス
 オウィディウス『転身物語』田中秀央・前田耕作訳、人文書院、1966 年。
 Phoebe　1  a 《ギ・ロ神話》ポイべ 《ー月の女神 ;Artemis, Dianaの呼称の一つ》 
b 《詩》月（moon）
 　　　　2 《天》フェーベ《土星の第 9 衛星》
 　　　　3 フィービ《女子名》
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